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高齢者無料職業出張相談
求人、求職ともにお気軽にご利用ください。

日 時　6 月27日( 火)
午前10時～午後3時

場 所　足立区役所区民相談室
問合せ先　墨田高齢者無料職業紹
介所　　625―7668　足立区社
会福祉協議会　　888―1550

ふだんから
心が けよう

正しい交通ルール

事
故
に
あ
っ
た
ら
も
う
遅
い

安
全
は
ゆ
ず
る
心
と
待
つ
ゆ
と
り

こ
れ
か
ら
夏
を
迎
え
、暑
さ
に
よ
る
疲
労
か
ら
注
意
力
も
散
漫

に
な
り
、事
故
を
起
こ
し
が
ち
で
す
。道
路
を
利
用
す
る
す
ぺ
て

の
人
が
、ゆ
ず
り
合
う
ゆ
と
り
と
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
事
故

を
な
く
し
ま
し
I
つ
。
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
、
「
お
先
へ
ど

う
ぞ
、
あ
り
が
と
う
」
を
励
行
し
ま
し
冫
つ
。

ち
ょ
っ
と
の
注
意

で
安
全
を

今
年
に
な
っ
て
か
ら
、
五
月
末
日

ま
で
の
間
に
区
内
だ
け
で
、
十
七
名

も
の
尊
い
生
命
か
交
通
取
故
で
失
な

わ
れ
ま
し
た
。

こ
ん
な
に
多
く
の
方
が
、
お
な
く

な
り
に
な
っ
た
区
は
他
に
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
も
、こ
の
事
故
の
多
く
は
、

ち
ょ
っ
と
注
意
し
て
い

た
だ
け
れ

ば
、避
け
ら
れ
た
事
故
ば
か
り
で
す

。

区
で
は
、
他
区
に
先
駆
け
て
交
通

安
全
区
を
昭
和
三
十
八
年
三
月
に
宣

溽
し
、
交
通
安
全
に
は
特
に
力
を
い

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
な
ん
と
い

つ
て
も
交
通
事
故
の
防
止
は
、
区
民

の
皆
さ
ん
の
一
人
ひ
と
り
の
不
断
の

注
意
が
最
も
効
果
か
あ
る
の
で
す
。

最
近
の
事
故
を
調
べ
て
み
ま
す
と

次
の
よ
う
な
こ
と
か
原
因
に
な
っ
て

い
ま
す
。

▽
大
型
自
動
車
の
左
折
に
ま
き
込
ま

れ
た

▽
自
転
車
が
交
差
点
で
一
時
停
止
を

し
な
か
っ
た

▽
無
理
な
進
路
変
更
を
し
た

▽
渋
滞
し
た
自
動
車
の
問
か
ら
飛
び

出
し
た

▽
自
転
車
に
子
供
と
二
人
乗
り
し
て

ふ
ら
つ
い
た

交
通
事
故
は
、
当
事
者
だ
け
で
な

く
、
周
囲
の
人
ま
で
悲
惨
な
状
況
に

し
ま
す
。

も
う
二
度
と
交
通
事
故
が
起
き
な

い
よ
う
、区
民
の
皆
さ
ん
か
、ご
家
族

や
職
場
で
話
し
合
い
、
ご
注
意
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

。

ド
ラ
イ
ブ
は

楽
し
く
安
全
に

最
近

、
レ
ジ
ャ
ー
交
通
に
よ
る
事

故
が
め
だ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
夏
を
迎
え
て
、
休
暇
な

ど
を
利
用
し
て
、
帰
省
や
旅
行
に
、

自
動
車
を
運
転
す
る
方
も
多
く
あ
る

こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

楽
し
い
は
ず
の
ド
ラ
イ
ブ
も
、
途

中
で
事
故
を
起
こ
し
た
り
し
て
は
、

侮
ん
で
も
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し

く
、
安
全
な
も
の
に
す
る
た
め
に
「

次
の
事
が
ら
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

◎
計
画
は
十
分
に

安
全
な
ド
ラ
イ
ブ
は
、
時
間
的
に

余
裕
を
も
っ
た
無
理
の
な
い
計
画
を

十
分
練
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◎
車
の
点
検
整
備
は
綿
密
に

鰹
備
の
よ
い
車
は
安
全
運
転
の
基

本
で
す
。
盤
備
不
十
分
な
車
や
馴
れ

な
い
車
を
運
転
す
る
こ
と
は
、
途
中

で
故
障
し
た
り
、
疲
れ
が
で
た
り
し

て
事
故
の
も
と
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。長
距
離
ド
ラ
イ
ブ
の
と
き
は
、

ふ
だ
ん
よ
り
徹
底
し
た
点
検
整
備
を

行
な
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
ゆ
と
り
を
も
っ
て
安
全
に

車
の
運
転
に
無
理
と
焦
り
、
油
断

は
禁
物
で
す
。
死
亡
事
故
や
重
大
事

故
の
原
因
に
、
ス
ピ
ー
ド
超
過
、酒

よ
い
運
転
、
わ
き
見
運
転
が
あ
け
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の

無
理
や
油
断
、
そ
れ
に
自
分
本
位
か

ら
く
る
運
転
態
度
が
大
き
く
作
用
し

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。(
ン

ド
ル
を
握
る
と
き
は
、
絶
対
に
無
理

な
運
転
は
避
け
て
、
他
の
人
や
車
に

思
い
や
り
と
ゆ
ず
り
合
い
の
心
で
、

ゆ
と
り
を
も
っ
て
安
全
運
転
に
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

▼
運
転
に
酒
は
絶
対
禁
物

の
ど
を
う
る
お
し
た
一
杯
の
ビ
ー

ル
が
、
と
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
故

に
つ
な
が
り
ま
す
。ド
ラ
イ
バ
ー
は

絶
対
に
酒
を
飲
ま
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
疲
れ
た
と
き
は

安
全
な
所
へ
車
を
と
め
て
休
憩
を

と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。そ
の
際
、

手
足
を
動
か
し
、
身
体
の
屈
伸
を
す

る
こ
と
は
、
疲
労
を
早
く
回
復
す
る

た
め
に
非
常
に
効
果
的
で
す
。

▼
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
習
慣

をシ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
つ
け
る
こ
と

は
。
事
故
の
と
き
、
怪
我
か
軽
く
て

済
む
ば
か
り
で
な
く
、
運
転
姿
勢
が

正
し
く
な
る
の
で
疲
れ
が
少
な
い
な

ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

▼
交
通
情
報
を
よ
く
見
、よ
く
聞
く

こ
と

土
地
不
案
内
の
旅
先
で
は
、
行
先

表
示
の
広
報
板
、
そ
の
他
交
通
規
制

等
を
よ
く
見
、
あ
る
い
は
ラ
ジ
オ
の

交
通
情
報
を
聞
く
な
ど
行
先
の
道
を

正
し
く
判
断
す
る
こ
と
か
大
切
で

す
。ド

ラ
イ
バ
ー
・
歩
行
者
ひ
と
り
ひ

と
り
が
、
交
通
規
則
と
交
通
道
徳
を

身
に
つ
け
て
、
交
通
事
故
を
な
く
し

ま
し
ょ
う
。

福
祉
の
充
実
を
め
ざ
し
て

児
童
緊
急

一
時
保
護
制
度
の

保
護
者
募
集

十
月
か
ら
児
童
緊
急
一
時
保
護
制

溲
が
初
め
て
区
で
発
足
し
ま
す
。
こ

の
制
度
の
内
容
は
、
母
親
が
お
産
を

し
た
り
、
病
気
で
病
院
へ
行
く
必
要

が
で
き
た
り
し
た
時
に
。
昼
間
だ
け

児
童
を
一
時
保
護
す
る
家
庭
施
股
を

設
け
る
も
の
で
す

。

開
設
に
あ
た
り
、昼
間
だ
け
お
子

さ
ん
を
一
時
保
護
し
て
く
だ
さ
る
方

を
次
の
要
領
で
募
集
し
て
い
ま
す

。

資
格
　
二
十
五
歳
か
ら
五
十
歳
ま
で

で
、児
童
の
保
育
経
験
が
あ
り
、

心
身
の
健
全
な
家
庭
婦
人
で
あ
っ

て
、
六
歳
未
滴
の
お
子
さ
ん
が
い

な
い
方
。

ま
た
、
保
育
に
必
要
な
専
用
室

が
一
階
(
原
則
)
に
あ
り
、
六
畳

以
上
の
部
屋
が
あ
る
こ
と

預
か
る
児
童
　
生
後
三
か
月
以
上
、

学
齢
未
満
児
を
三
人
ま
で

預
か
る
時
間
　
午
前
八
時
か
ら
午
後

五
時
ま
で
の
閧

保
護
の
料
金
　
預
け
る
方
が
、児
童

緊
急
一
時
保
護
者
に
対
し
一
人
に

つ
き
、一
時
間
二
百
円
、た
だ
し

生
活
困
窮
世
帯
の
方
に
は
、料
金

を
免
除
し
、区
か
ら
児
童
一
時
保

寢
費
(
一
人
に
つ
き
一
時
間
百

円
)
、振
興
費
(
月
額
三
万
円
)
、

賠
償
責
任
保
険
料
等
を
補
助
し
ま

す
。

認
定
方
法
　
民
生
委
員
の
推
せ
ん
を

経
て
、児
童
緊
急
一
時
保
護
者
認

定
審
査
会
の
意
見
を
聞
い
て
区
畏

が
認
定
し
ま
す

。

実
施
時
期
　
昭
和
五
十
三
年
十
月
一

日
か
ら

く
わ
し
く
は
、福
祉
部
管
理
係
へ
と

う
ぞ
。

お
年
寄
に

ふ
さ
わ
し
い
仕
事
を

高
齢
者
事
業
団

高
齢
者
事
業
団
は
、
「生
き
が
い
」

を
仕
事
に
求
め
る
高
齢
者
の
自
主
的

な
組
織
で
す
。会
員
は
、ど
な
た
も

豊
か
な
経
験
を
持
つ
お
年
寄
ば
か
り

千
百
十
七
人
が
入
会
し
て
い
ま
す
。

事
業
団
で
は
「
こ
れ
ら
会
員
の
希

望
に
応
じ
て
仕
事
を
請
負

い
ま
す

が
、
若
い
人
に
負
け
な
い
立
派
な
仕

事
が
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

▼
新
た
に
人
を
嘱
う
ほ
ど
で
は
な
い

が
、
決
ま
っ
た
時
間
内
に
一
定
の

仕
事
を
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
き

▼
急
に
臨
時
の
仕
事
が
で
き
て
、
高

齢
者
に
向
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
と
き

▼
だ
れ
か
に
留
守
や
子
守
り
を
頼
ん

で

、
他
の
用
事
を
済
ま
せ
た
い
と

き
な
ど

専
門
的
な
技
術
を
必
要
と
す
る
も

の
か
ら
、か
ん
た
ん
な
仕
事
ま
で
、な

ん
で
も
お
受
け
で
き
ま
す

。
皆
さ
ん

の
会
社
や
家
庭
の
な
か
で
高
齢
者
に

ふ
さ
わ
し
い
仕
事
か

あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

連
絡
先

高
齢
者
事
業
団
事
務
局
　

八
七
〇
-
六
二
二
二

下
水
道
工
事
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

昭
和
五
十
三
年
度
下
水
道
工
事
の

予
定
(
都
施
行
分
)
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

番
号
・
施
行
場
所
・
施
工
期
間

①
西
綾
瀬
一
・
二
丁
目
・・一
五
十
二
年

八
月
～
五
十
四
年
一
月

②
足
立
一
・
三
丁
目
・・・
五
十
二
年
八

月
～
五
十
三
年
十
二
月

③
足
立
一
・
三
・
四
丁
目
…
五
十
二

年
六
月
～
五
十
四
年
三
月

④
弘
道
一
・
二
丁
目
・・・
五
十
三
年
一

月
～
五
十
四
年
三
月

⑤
中
央
本
町
一
丁
目
・
足
立
一
・
四

丁
目
・・一
五
十
二
年
十
一
月
～
五
十

四
年
三
月

⑥
青
井
二
・
三
丁
目
・
⑦
青
井
四
・

五
丁
目
・・・
五
十
三
年
四
月
～
五
十

四
年
三
月

⑧
中
央
本
町
三
丁
目
・
青
井
一
丁
目

・
=五
十
三
年
三
月
～
五
十
四
年
三

月

⑨
梅
田
一
・
二
丁
目
・
⑩
梅
鳥
二
・

三
丁
目
・・・
五
十
二
年
十
月
～
五
十

四
年
三
月

⑪
梅
田
三
・
四
丁
目
…
五
十
二
年
一

月
～
五
十
四
年
三
月

⑫
梅
田
四
丁
目
・
・
・
五
十
二
年
八
月
～

五
十
四
年
二
月

⑬
梅
田
一
・
三
・
四
丁
目
・
=
五
十
二

年
十
月
～
五
十
四
年
九
月

⑭
本
木
一
・
二
丁
目
・
関
原
一
～
二

丁
目
・・・
五
十
二
年
十
月
～
五
十
四

年
三
月

⑮
扇
一
丁
目
・
西
新
井
本
町
二
丁
目

・
:五
十
二
年
九
月
～
五
十
三
年
八

月
⑯
鹿
浜
四
丁
目
・
谷
在
家
二
丁
目
・
=

五
十
一
年
十
月
～
五
十
四
年
三
月

⑰
一
ツ
家
一
丁
目
・
保
木
関
町
・
・
・
五

十
二
年
十
一
月
～
五
十
四
年
三
月

⑱
中
央
本
町
二
丁
目
・
・
一
五
十
三
年
四

月
～
十
一
月

⑲
東
綾
瀬
二
丁
目
・
・
・
五
十
二
年
二
月

～
五
十
三
年
六
月

⑳
北
加
平
町
・
・
・
五
十
三
年
六
月
～
五

十
四
年
八
月

⑳
大
谷
田
三
・
四
丁
目
・
⑳
大
谷
田

―
丁
目
・
中
川
五
丁
目
・・・
五
十
二

年
十
一
月
～
五
十
四
年
三
月

※
施
工
期
間
に
つ
い
て
は
、
若
干
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

。

下
水
道
工
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
都
下
水
選
局
第
五
建
設
事
務

所
(
　

六
〇
五
-
五
六
五
一
)
・

第
二
庁
舎
下
水
道
歸
へ
ど
う
ぞ
。

私
道
整
備
の

助
成
に
つ
い
て

区
で
は
、
私
道
の
整
備
を
施
行

す
る
方
に
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
ぴ
標
準
工
事
費
の
改
定

を
行
な
い
、
同
時
に
側
溝
の
ふ
た

か
け
等
も
助
成
の
対
象
に
な
り
ま

し
た
。
助
成
要
件
は
従
来
ど
お
り

で
す
。

問
合
せ
先
　
土
木
部
調
整
係

農
業
委
員
の

選
挙
が
あ
り
ま
す

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
が
、
七

月
四
日
告
示
、十
四
日
投
票
、同
日

即
日
開
票
の
日
程
で
行
な
わ
れ
ま

す
。立
侯
補
受
付
は

。七
月
四
日
・

五
日
の
二
日
間
。不
在
者
投
票
は
、

七
月
四
日
か
ら
十
三
日
ま
で
選
挙

管
理
委
員
会
で
行
な
い
ま
す
。

な
お
、立
候
補
予
定
者
の
脱
明

会
を
、六
月
二
十
八
日
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
、産
業
振
興
館
(
区

役
所
隣
)
で
開
き
ま
す
の
で
、立

俟
襦
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
選
挙
管
理
委
員
会

建
築
確
認
申
請
手
数
料
改
正

建
築
確
認
申
請
手
数
料
が
、
七

月
一
日
か
ら
左
記
の
と
お
り
改
正

さ
れ
ま
す

。

▽
確
認
手
数
料

(
1
)
床
面
積
の
合
計
が
三
十
平
方

㍍
以
内
の
も
の
…
…
千
五
百
円

(
2
)
三
十
平
方
㍍
を
超
え
百
平
方

㍍
以
内
の
も
の
…
…
…
三
千
円

(
3
)
百
平
方
㍍
を
超
え
二
百
平
方

㍍
以
内
の
も
の
…
…
…

六
千
円

(
4
)
二
百
平
方
㍍
を
超
え
五
百
平

方
㍍
以
内
の
も
の
…
…
九
千
円

(
5
)
五
百
平
方
㍍
を
超
え
二
千
平

方
㍍
以
内
の
も
の
二
万
一
千
円

(
6
)
二
千
平
方
㍍
を
超
え
一
万
平

方
㍍
以
内
の
も
の
…
…
九
万
円

(
7
)
一
万
平
方
㍍
を
超
え
五
万
平

方
㍍
以
内
の
も
の
…
十
五
万
円

(
8
)
五
万
平
方
㍍
を
超
え
る
も
の

…
…
三
十
万
円

▽
建
築
設
備
及
ぴ
工
作
物
に
関
す

る
確
認
手
数
料

(
1
)
昇
降
機
一
基
…
…
…
五
千
円

(
2
)
電
助
ダ
ム
ウ
ェ
ター
一
基

…
…
二
千
五
百
円

(
3
)
建
築
設
備
一
件
…
…
五
千
円

(
4
)
工
作
物
】件
…
…
…
五
千
円

問
合
せ
先
　
建
築
指
導
課
庶
務
係

心
身
障
害
児
童
の
方

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

日
時
　
▽
八
月
八
日
(
火
)
=
・
知

恵
遲
れ
の
児
童
《
場
所
=
埼
玉

県
加
須
市
む
さ
し
の
村
》

▽
八
月
十
一
日
(
金
)
・
・
・
体
の

不
自
由
な
児
童
《
場
所
=
秋
川

市
東
京
サ
マ
ー
ラ
ン
ド
》

対
象
　
十
八
歳
未
滴
の
方
、
た
だ

し
付
き
添
い
の
方
一
名
が
必
要

定
員
　
精
神
薄
弱
児
童
親
子
・
・
・
二

百
五
十
組
五
百
名
、
身
障
児
童

親
子
・・・百
組
二
百
名
(
無
料
)

申
込
期
限
　

六
月
三
十
日
ま
で
(

定
員
に
な
り
次
第
締
切
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
援
護
係

こ
の
学
校
の
建
設
費
の
一
部
は
、
簡
易
生
命
保

険
積
立
金
か
ら
融
資
さ
れ
て
い
ま
す
。

辰 沼小学 校

桑袋小 学 校
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忘
れ
ず
に
受

け
ま
し
ょ
う

日本脳炎予防接種

日本脳災の予防接種を次のと

おり行ないます
。忘れずに受け

ましょう
。

対象者
　膺四歳以上学齢前まで

の幼児で
、保育園・
幼稚園に

通っていない一
般幼児
。
(保

育圜・
幼稚園・
小中学校に通

っている児童は
、各施般で
行

ないますが
、それにもれた児

童も厘けられます
)

接
種
方
法
　
初
め
て
こ
の
予
防
接
種
を
受
け
る
幼
児
は
、
一
～
二
週
間

あけて二回接種します
。過去

に受けたことのある幼児は
I

回接種します
。

実施日
　左表のとおり

受
付
時
間
　
午
後
二
時
～
三
時

注意事項
　当日は
、熟をはかり

母子手帳を持って会場へ
おい

でください
。また
、上ばきも

必ずお持ちください
。

予
防接種を受けられない児童

(
1
)
発
熟
し
て
い
る
者
、
ま
た
は
著
し
い
栄
養
障
害
者
　
(
2
)
最
近
ま
た

は今病気にかかって
い
る
者

(
心
臓
病
・
腎
臓
病
・
肝
臓
病
・
そ
の
他
)
　
(
3
)
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質

の
者
　
(
4
)
予
防
接
種
に
よ
り
、
高
熟
な
ど
異
常
な
副
反
応
を
お
こ
し

た
こ
と
の
あ
る
者
　
(
5
)
最
近
一
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん
の
症
状
を
お

こ
し
た
こ
と
の
あ
る
者
　
(
6
)
そ
の
他
医
師
が
不
適
当
と
認
め
た
者

問
合せ先
　足立
保健所業務第一

係
(
　
(
四〇
-五一
四一
)ま

たは
、千住保健所業務係
(

(
(
(
1
四
二七七
)まで
どう

ぞ
。

水
泳

安
全講習会

夏をむかえ
、水の
事故をなく

すために水泳安全講習
会を開き

ます
。ふるって
ご参加を
。

期
日
　
七
月
二
十
日
(
木
)
～
二
十
(
日
(
金
)
の
(
日
間
(
二
十
三

日を除く
)

時
間
　
午
後
六
時
～
九
時

場所
　足
立勤労福祉会館会
継室
(

講義
)、足立区
体育館
プー

ル
(実
技
)

対
象
　十
(歳以上の一
般区艮で

三百メートル以
上泳げる方

定員
　百名
(定員になり次第締

切り
)

講師
　日
赤水上安全法指導員

受講料
　無料
(ただし
、教材費

は実費
)

申込方法
　申込用
紙
、または往

復
(ガキに
、往所
、氏名
、生

年月日
、職業
、連絡先の一
話

番号と
、水泳安全講習会と記

入のうえ
、体育譁へ
。

初心者講習会

区
で
は
。
泳
げ
な
い
方
を
対
象

に
初
心
者
講
習
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時

第
一
次
・・・
七
月
十
七
日
(

月
)
～
二
十
一
日
(

金
)

、
第

二
次
・
:
七
月
三
十
一
日
(
月
)

～
(
月
四
日
(
金
)

、
】次
、

二
次
と
も
午
後
六
時
三
十
分
＝
(

時
三
十
分

櫑
所

足
立
区
体
育
館
プ
ー
ル

賢
格

区
内
在
住
、
在
動
、
在
学

の
十
(
歳
以
上
の
泳
げ
な
い
方

受
罵
科

無
料
(
た
だ
し
、
水
泳

帷
子
代
は
爽
費
)

定
員

各
百
名
(
先
着
順
)

申
込
・
問
合
せ
先

教
育
委
貝
会

体
育
課
へ
直
接
、
ま
た
は
往
復
(

ガ
キ
に
住
所

、
氏
名
、年
齢
、

職
業
、
連
絡
先
と

、一
次
、二
次

の
希
望
を
記
入
の
う
え
、
体
育

課
(
苧
Ⅲ
千
住
一
-
五
〇
)
へ
、(

な
お
、
初
日
に
最
近
一
か
月

以
内
の
水
泳
を
し
て
も
よ
い
旨

の
健
康
診
断
I

を
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す

。)

栄
養
講
習
会
等
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

■
栄
養
講
習
会

日時
　六月二十三日
(金
)午後

一
時三十分

場所
　足立保健所栄養室

内容
　高血圧や肥満の方のため

に
(無料
)

申込方法
　参加希望者は
、
(ガ

キで申込んでください
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所
(
〒
Ⅲ
中
央
本
町
一
-
五
-
三
)
　

(四〇
j五一
四一

■
妊
婦
さ
ん
の
た
め
の
栄
養
講
習
会

日
時
　
七
月
三
日
(
月
)
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時
三
十
分

場所
　竹の塚保健相談所

内
容
　
妊
娠
中
の
食
募
と
調
理
実
習
、
妊
娠
中
毒
症
・
貧
血
予
防
の

食
事
、
授
乳
中
の
栄
養
に
つ
い
て

定
員
　
先
着
三
十
名
(
無
料
)

申込・
問合せ先
　竹の塚保健相

談所
　
　
(
(
五一
五四ニ
ー

■
栄
養
講
習
会

日
時
　
七
月
四
日
(
火
)
午
後
一
時
～
三
時
三
十
分

場所
　江
北保健相談所

内
容
　
①
低
血
圧
と
貧
血
に
つ
い
て
②
調
理
実
習
・
試
食
(
無
料
)

■
精
神
衛
生
無
料
相
談

日
時
　
七
月
六
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分
～
二
時
三
十
分

場所
　江北保健相
談所

(
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
)

■育児無料相談

日
時
　
七
月
五
日
(
水
)
・
十
二
日
(
水
)
午
後
九
時
～
十
時
三
十
分

場
所
　
江
北
保
健
相
談
所

持
参
す
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳
、
お
ひ
つ

◎
江
北
保
健
相
談
所
に
関
す
る
、
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
　
(
力
六

-四
〇〇四へ
。

計
量
器
の

定
期
検
査
を

営業
(取引・
証明
)用にはか

りを使用している場合
、毎年定

期検査を受けなければならない
こ
とになってい
ます
。今年度は

左表の日
程で
実施されます
。必

ず検査を受けて
ください
。

実
施
時
間
　
午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
三
時

問合せ先
　東京都計釁検定所検

査課
　
　
四三四
-匕二五一

商
工
相
談どう

ぞ

区
で
は
、
商
店
や
工
場
の
経
営
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
、
中
小
企
業
経

営に
、専門的知識と経験をもつ

相
談員が
、相談に応じてい
ます
。

相
談窓口に来られない方は
、

相
談電話
(
(
(
一
〒
二
一一
内

線三三
七
)をご利用
ください
。

相
談内
容
　経営
、金融
、経理
、

労
務管理
、受注・
取引あっ
せ

ん
、その他

相談相手
　商工相
談員

時
間
　
毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日
ま
で
の
午
前
十
時
～
午
後
四
時

場
所
・
問
合
せ
先
　
商
工
係

ご利用ください
困ったときは
お気軽に

住宅修繕資金

住宅を修繕
(増改
築は
含ま

ず
)しよ
うとする方で
、資金

調達で
お困りの方に対し
、住

宅修繕賢金をお貸ししていま

す
。ご利用
ください
。

資格▽現在住んでいる住宅の修繕

であること
。

▽区内に一
年以上住所を有す

ること
。

▽
申
込
時
の
年
齢
が
満
二
十
歳
以
上
膺
六
十
五
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

▽連帯保証人を一名つけられ

るこ
と
。

融資の
条件

▽
融
資
額
　
二
十
万
円
～
(
十
万
円

▽利
率
　年
(
%

▽利子の補
給
　年三
%
(実質

申込者負担五
%
)

▽
償
還
方
法
　
五
年
以
内
の
元
金
均
等
剖
賦
償
還

申
込
・
問
合
せ
先
　
申
込
書
(
申
込
み
の
し
お
り
と
一
緒
に
、
区

民
係
・
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
)
の
ほ
か
に
、
工
事
見
積
書
、
住

民票
、納税証明
寄を添付し

て
、区
民係へ
。

経
営
改
善
資
金

「
経営をよりよくするため

に
、事業
資金を借りたいのだ

が
、担保も保証人もないし
…
」

こ
ういった小企業の
皆さんの

悩みを解決するための制度で

す
。商工

会議所の
経営揩導にも

と
づいて
、国民
金融公
庫に
推

せ
んし
、無担保・
無保証人
(俾

用保証協会の保証も不
要
)で
、

貸し出されるもので
す
。お気

軽に
ご利用ください
。

利用で
きる方

最近一
年以
上
、都内で
事業

を営み
、商工会
嶬所の
経営

指導をうけて
、経営を改
善

していこ
うと
する方で
、従

業員数が二十人以下
(商業

・
サー
ピス業では二人
)の

事業
者です
。なお
、従業員

飲
が五人
を越える
場
合
に

は
、一
都制約
があります
。

融資条件

▽
融
資
額
　
二
百
五
十
万
円
以
内

▽返済期間
　設備資金は三
年

六か月以
内
、運転賢金は二

年六か月以
内

▽
利
率
　
年
利
六
・
六
%

▽担保・
保証人
　不
要

注意事項
　環境衛生業種の方

は
、運転賢金に限
ら
れ
ま

す
。また
、国民
金融公
庫の

賃付
非対象業
種の方は
、利

用で
きません
。税
金関係は

完納してい
ること
。

問
合
せ
先
　
東
京
商
工
会
議
所
足
立
支
部
　
(
(
一
1
九
二
〇
〇

七月一日から切替えに

老人医療費受給者証

七月一日から老人医療証が切

替わります
。新しい医東証は
、

対象の方に六月末日までに届く

よう郵送します
。

(
寿
)
医
療
証
(
国
の
制
度
で
七
十

歳
以
占
は
黄
色
、
(
福
)
医
療
証
　
(
都
の
制
度
で
六
十
五
歳
以
上
六
十

九歳以下
)は
銀ね
ずみ色です
。

新しい医療証の有効期限は
、

昭和五十三年七月一
日から昭和

五十四年六月三十日まで
です
。

なお
、次に該当する方は医
療

証交付の対象から除かれます
。

▽社会保険の被保険者
(本人
)

▽生活保霞を受けている方

▽
所
得
制
限
額
以
上
の
収
入
の
あ
る
方
(
左
表
参
照
)

お願い
　診療を受けるときは
、

必ず医療証と健康保険証を
、医

療機関へ
お持ちください
。

問合せ先
　医療助成係

53年度所得制限額表(上段は所得金額、下段は収入金額)
( 寿) 国の制度 ( 福) 都の制度

掲
示
板

口座振番のご利用を

国民年金保険料

国民年金は
、ご指定の預金

口座から自動的に保険料を納

付することができます
。

申込手
続
　国民年
金手
帳
、預

金通帳
、印艦
(通恨使用
印
)

を持参のうえ
、預金口座の

ある
金融機関の窓口へ
お申

込みく
ださい
。

な
お
、国民年金相談を次の

と
おり行ないますので
、お気

軽においで
ください
。

相談日
　七月五日
(水
)

場所
　区役所二
階

時
間
　
午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
三
時
三
十
分

国民
年金についての問い合わ

せは
、国民年金課へ
どう
ぞ
。

中学校卒業就職者

激励
大
会

日
時
　六月二十四日
(土
)正

午か
ら

場所
　産業振興館二階ホー
ル

対象者
今年中学を卒業し
、

区内の事業所に動めてい
る

方プログラ
ム
　第一
部・
=主催者

の
激励の
　言葉
第二
部・・・懇

親会ブル
ーセー
ル・
(ワイ

ヤンズによる歌と演奏

主催
　足立区・
足
立公共職業

安定所・
足立区工
業会
連合

会・
足立職業
協会・
足立区

商店街振興組合
連合会

問
合せ
先
　商工係

ご参加ください

千住本町老人館

千
住
本
町
老
人
館
で
は
、
来
館
者
の
希
望
に
よ
り
次
の
教
室
を
開
設

することになり
ました
。

ふ
るって
ご参加
ください。

▼習字
教室・・・第二・
第四火曜

日の
午後
　▼
民謡
教室・・・第一

・
第三水曜日午後
　▼
民舞教

室・・・第二・
第四木曜日午前

▼
茶道教室・・・第二・
第四金曜

日
午前
　▼
詩吟教室・
'・第二・

第四日
曜日
午後

申込・
問合せ先
　千
住本町
老

人館
(〒
1
2
0

千
住五
-六
(
)

(
七〇一
六ニニ
ーヘ
。

ご家族でどうぞ

区
民
保
養
所
「
あ
だ
ち
荘
」

(月利用分の申込受付は
、

七月一日
(土
)からです
。初

日の受付けは
、産業振興館で

午前
(時三十分から九時まで

です
。
注意
　午前九
時を過
ぎますと

申込める見込み
がありませ

んので
ご注
意くだ
さい
。

休館日
　七月十一
日・
十二日

十
(日・
十九日・
(月
(日・

九日・
二十二日・
二十三日

くわしくは
、区民係へ
お問い

合わせください
。

ご協力ください

建
設
工
事
施
工
統
計
調
査

建設省では
、昭和三十年か

ら毎年全国の建設事業所
(井

可
、登録
、資本金別により
、

各抽出率にもとづき
、抽出さ

れた事業所
)を対象に
、建股

施工統計調査を実施していま

す
。当区

で
も
こ
の
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
六
月
下
旬
頃
ま

でに
、抽出された事業所あて

調査票を送付いたし
ま
すか

ら
、調査の趣旨を十分ご理解

のうえ
、ご協力ください
。

問合せ先
　統計係

自然と緑の

写真コンクール

ふ
るって
ご応募ください
。

主題
　「足立区の
自然と緑
」

規
格
　
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
、
2
L
(
キ
ャ
ビ
ネ
相
当
)
～
四
ツ
切

規定
　作品は一
年以
内に撮影

し
た自作品で未発表の
もの

締切日
　昭和五十三年
(月三

十一
日

提出先
　緑化係または
、東写

材足立
地区加盟写真店

保留地を
処分します

西斯井町土地区画塵理組合

では
、保留地
(宅地
)を処分

します
。なお
、入札日前に現

地の案内をします
。

入札日時
　六月二十七日
(火
)

午前十時

区
画
　
五
区
画
(
一
〇
五
・
(
平
方
㍍
～
一
二
七
・
九
平
方
㍍
)

現地案内日
　六月二十四日・

二十五日

入札場所・
問合せ
先
　西斬井

町土
地区画整理組合
事務所
(

西
斬井二丁目三一
-一一
)

(
九〇
-二五二二

東部センター

■
つ
ま
み
画

日
時
　
六
月
二
十
一
日
(
水
)
　
午
後
一
時
～
四
時

教材費
　初級向・
=二千円
申

級向・三
千円

持
参
す
る
も
の
　
つ
ま
み
画
用
ピ
ン
セ
y
卜
、
は
さ
み
、
糊
板
、

糊へ
ら
、おしぼり

■
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室

日
時
　
六
月
二
十
三
日
(
金
)
　
午
前
九
時
～
正
午

教材費
　千円
(テキスト付
)

持
参
す
る
も
の
　
カ
y
夕
1
、
は
さ
み
、
鉄
筆
、
も
の
さ
し
、
お

し
ぼり

申込み・
問い合わせは
、各行

事とも
、東都センター

六〇五
-七一
〇一へ
。

休館します

青
年
館
・
結
婚
式
場

館内外改修工
募の
ため
、次

の
期間の
使用
を中止しま
す
。

ただし
、左記
期間以
外の受付

けは
、従来
どおり受付します
。

休館期間
昭和五
十三
年七月一
日
(土
)

から
(月三十一
日
(木
)まで

問
合
せ
先
　
青
年
館
　
(
九
〇
-
○
〇
六
一

青果物安充り
デ
ー

ニ
十
一
日
(
水
)
…
緑
の
た

れ幕の
ある
(百屋さんへ

鉄
道
妨
害
防
止

運
動
実
施
中

六
月
五
日
～
二
十
五
日
は
、
「
鉄
遭
妨
害
防
止
連
助
」
期
間
で

す
。輸送の安全確保の
ため

に
、次のことは絶対守りまし

ょう
。

▽
踏
切
で
は
、
左
右
の
安
全
を
砲
認
し
て
か
ら
通
る
。

▽
線
路
に
石
や
物
を
置
か
な
い
。

▽
線路内に入ったり
、線路の

近くで
遊
ばない
。

▽列車に向って
投石し
たり
、

列
車
の
窓
か
ら

空
き
カ
ン
等
を

投
げ
な
い
。

Y・NA　217, 000


